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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本人英語学習者が母語との違いを理解しながら英語の時制・相を習得
できる動画教材を作成し、その教材を用いた教授法を開発して従来型の授業と比較することで効果を検証するこ
とを目的とした。英語の進行形や完了形は「相」と呼ばれ、時制の中でどのように状況を捉えるかを示してい
る。動詞の種類によって振舞いが異なる上、日本語「～ている」の影響があり習得が難しい。まず文献調査で国
内外の時制・相に関する研究を概観し、英語進行形の動画教材を作成した。次に実践授業で効果を検証し、被験
者である学生からのフィードバックをもとに修正して教材を完成させた。また、定期的に海外の学会で発表して
アドバイスを得た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop audio-visual teaching materials and a teaching 
method for English Tense and Aspect for Japanese learners of English, while measuring its effect by 
comparison with a conventional teaching method. The English progressive construction and perfective 
construction are called ‘aspects.’  Each aspect shows how the situation is perceived in a 
designated tense.  The ultimate acquisition of English aspect is difficult for Japanese learners 
because verb types differ in their behavior, as well due to L1 transfer from the Japanese verb 
conjugation‘teiru.’  First, we reviewed the literature on tense and aspect from home and abroad.  
Then, we developed an audio- visual teaching material for the English progressive and conducted 
experimental lessons which proved the effectiveness of our material. Based on feedback from the 
subjects of our study and researchers at overseas academic conferences where we presented our 
papers, we amended our material.

研究分野：認知言語学
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１．研究開始当初の背景 

 

平成 23年度から 26年度まで科学研究費助

成金を受けて英語句動詞の研究を認知言語

学の視点から実施していた。実践授業の中で、

日本人英語学習者の多くが英語時制・相の概

念をきちんと理解できていないことが判明

した。具体的には、平成２４年度研究で 

‘in’‘out’ と 基 本 的 な 動 詞 で あ る 

‘go’‘come’‘take’‘bring’‘break’

‘put’を組み合わせた英語句動詞の授業を

行い、授業後の自宅学習課題として日本語を

与えて句動詞部分を埋めて英文を完成させ

るプリントを配布した。この宿題プリントの

エラー分析を行ったところ動詞のエラーが

多く、英語動詞の理解を深める必要を感じた。

日本人大学生である英語学習者の多くが現

在形・過去形という時制区分と単純形、進行

形、完了形という相とを混同していることが

観察されたためである。 

 

英語の時制は現在時制と過去時制の２種

類であり、それぞれの時制における状況を単

純相、進行相、完了相という３つの相で表す。

動詞のタイプによって進行相が用いられな

い場合や進行相を用いると特殊な意味に解

釈される場合など複雑である。さらに、英語

の教科書では時制と相の区別をつけずに「現

在形」、「進行形」、「過去形」など別々の単元

で扱われるために学習者の混乱を招いてい

ると考えられる。さらに、学習者の母語であ

る日本語と目標言語である英語との時制と

相の概念構造の違いも原因と考えられる。日

本語「～ている」は、進行中の動作、完了、

結果状態を表す場合にも使用されるため、英

語の時制と相は日本人学習者にとって習得

の難しい文法項目の１つと言える。 

 

 
２．研究の目的 

 

 本研究は、日本人英語学習者の英語時制と

相の理解を深めるため、認知言語学で提示さ

れている時制・相のスキーマ表示（意味に不

可欠なイメージ）とフレーム（意味を理解さ

せるための実例・背景）を基にした学習者参

加型の動画による教材を開発し、学習者が直

接、言語経験・気づきをすることで帰納的に

文法規則を自ら築いていく「動的用法基盤モ

デル」Langacker (2002)を応用した英語学習

教材と教授法の開発を目指した。 

 

Langacker R.W. (2002). Concept, Image, and 

Symbol, Mouton de Gruyter, Berlin/ New 

York 

 
３．研究の方法 

 

（１） 平成 26 年度 （文献研究および動画

教材の作成） 

 国内外の英語時制・相に関する先

行研究を文献調査して研究の概要を

固めた。その後、英語母語話者の協

力を得ながら「文法容認度調査」と

「英文読解と内容理解の設問」を日

本人大学生に実施した。英語時制・

相に関する先行研究では、動詞のタ

イプ別指導の必要性と日本語「～て

いる」の干渉について指摘されてい

た（大里 2012）ため、「活動動詞」、

「状態動詞」、「到達動詞」それぞれ

を同数含む英文を作成した。 

 「文法容認度調査」は、日本人英

語学習者の英語相の理解度を調査す

るために実施した。与えられた英文

が文法的か文法的でないかを学習者

が判断するもので、「活動動詞」が最

も理解されやすく、「状態動詞」と「到

達動詞」の結果が悪かった。これは

先行研究の結果とも一致する。「英文

読解と内容理解のための設問」は、

統制群の学習者用教材として作成し



た。実験群で用いる動詞と同じもの

を英文読解教材の中に組み入れた。

実験群用には動詞タイプ別に動画教

材を作成した。活動動詞は ‘sew’、

状態動詞は‘know’、到達動詞は 

‘reach’を使用した。それぞれ動画

で状況を設定して実践授業の準備を

整えた。 

 

大里泰弘 「日英語アスペクトに関する一考

察」長崎ウエスレアン大学現代社会学部紀要 

10 巻 1号 pp.31-38. 

 

（２） 平成 27 年度 （実践授業の実施） 

英語単純形と進行形を組み合わせ

た教材・教授法の完成を目指した。 

4 月にはレベル分けテストを実施し、

5月～6月にかけて視聴覚教材を用い

た授業（実験群）と従来型の読解プ

リントを使用した授業（統制群）を

実施して統計的に処理した。実験群

の事後テストの伸びが良かったとい

う結果を 7 月に開かれた国際認知言

語学会で発表したところ、実験群と

統制群の教材が違いすぎるのは効果

に影響を及ぼす可能性があると指摘

された。ただし、作成した動画教材

自体は「わかりやすい」と高評価で

あった。 

 

（３） 平成 28 年度 （教材の修正および第

二回、第三回実践授業） 

 平成27年度の第一回実践授業で指

摘された統制群教材の不備を修正し

た。統制群の教材は動画教材と同じ

状況、同じ動詞を用いたプリントを

使用した。第二回実践授業は修正し

た教材を用いて６月に実施した。１

日目は事前テストの後、ペアで話し

合って様々な文例からルールを見出

させ（帰納的）、実験群の学生には動

画教材を視聴させてプリントの練習

問題を解かせた。統制群の学生は別

室で授業を行った。１週間後に事後

テストを行い、統計的に処理した。

結果として２つのグループで優位差

が出なかった。原因としては、すで

に塾などで到達動詞について学んで

いた学生がいたことや、解答が選択

式だったために真の理解度が測れて

いなかったことが原因と分析した。 

真の理解度を見るため、第三回実

践授業として、文完成タスクを７月

に別の学生に事前テストと事後テス

トとして実施した。状況を与え、動

詞の部分を空欄にして学生に動詞を

活用させて英文を完成させた。活動

動詞と状態動詞の伸び率は少なかっ

たが、到達動詞には効果が見られた。 

 
４．研究成果 

 

本研究の意義・重要性として３点挙げられる。 

 

（１）従来の時制・相に関する研究は一言語

のみのものが多く、二言語を扱う場合でも単

なる比較に終わっていて、日本人英語学習者

を対象とした実践研究は少ない。さらに動画

と音声が一体となった視聴覚教材を用いた

研究は貴重である。 

 

（２）動画を一方的に視聴するだけではなく、

途中でクイズに答えたり、様々な文例からル

ールを探し当てるなど、学習者参加型の教材

となったことは意義深い。 

 

（３）選択式解答だけでなく、空欄補充のプ

ロダクションを行わせることで学習者の真

の理解度を測ることが出来、その結果、本教

材が到達動詞の学習に特に効果的であるこ

とが実証された。 
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